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創意と工夫 
・言葉で表現してはじめて認識されるもの 
・言葉で議論してこそ新しい創造が生まれる 

努力と情熱 
・怒 り 

・愛 情 

人、一人ひとりの 
      心地よさ 

法 人 理 念 
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施設の概要 
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・特別養護老人ホーム金谷みちのく荘 

特養定員29名 

 （10名×2ユニット 9名×1ユニット） 

ショート定員11名 合計40名の併設型 

 

※導入済みの介護ロボット,ICT機器 

見守りシステム、天井走行リフト 

記録管理システム、モバイル機器 



〔介護をとりまく現今の環境〕 
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Ａ . 深 刻 な 人 材 不 足 と 質 の 低 下 

     介護現場 ･ 管理現場をすみやかに 

      ＩＣＴ化 ･ ＩoＴ化を促進する 

① 利 用 者 の ケ ア の 高 品 質 化 
②労働生産性の向上 (量と質の向上 ) 
③業務の効率化･ペーパーレス化の実現 

      ①介護職 ②看護職 ③調理職  

Ｂ . ２ ０ ２ ５ 年 問 題 の 加 速 化 



  

 １.モバイル機器(ipad,ipod)     ･･･  6P 

 ２.天井走行リフト      ･･･11P 

 ３.見守りシステム                  ･･･20P 

 ４.インカム(ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ)     ･･･37P 
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内 容 



１.モバイル機器(ipad,ipod) 
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モバイル機器導入での効果 

  

１.いつでもどこでも入力可能(ＰＣまで行く必要な
し)。巡視で歩きながら必要事項を入力することも
出来る。 

2.利用者の近くで見守り、コミュニケーションを
取りながら記録入力が可能。 

3.患部の現状報告は文章より撮影画像を見てもら
う方が正確。 
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 ●事例 

【特養1ユニット(利用者8名)の日中の時間帯】 

導入以前は、 

 利用者から離れたＰＣで記録入力。この状況から利用者
から呼ばれると駆け寄り対応していた。 

              

モバイル機器を導入すると、 

 利用者から離れることなく、隣で記録入力ができ、駆け
寄る動作が無くなる。 

 

 時間軽減や見守り時のリスク回避など、職員業務効率化
ができる。 
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モバイル機器(ｱｲﾎﾟｯﾄﾞﾀｯﾁ)使用風景 
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利用者を見守りながらのモバイル機器(ｱｲﾊﾟｯﾄﾞ)使用 
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２.天井走行リフト 
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天井走行リフト導入での効果 

  

・人力での持ち上げが不要。⇒ 妊娠中の職員も離床可能。 

・体格の大きい利用者でも1人移乗可能。 

・介護技術よりリフト操作技術修得が簡単。⇒ 約1ヶ月 

・操作も慣れると時間も短縮。⇒ 1人移乗1回1.7分 

・職員は慣れると機械に強い若い人の方が上手。 

・抱きかかえ時、車いすやベッドにぶつかってできる内出血
等の心配が無い。 
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職員腰痛予防、移乗業務負担軽減、事故リスク軽減 



天井走行リフト(拡大) 
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天井走行リフト(居室内) 
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天井走行リフト(居室内トイレ) 
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天井走行リフト(浴室内) 
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① 
17 使用風景 

② 
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③ 

使用風景 
④ 



天井走行リフトの今後の課題 

• 現在はリフト不要な利用者でも今後必要になっ
た場合に備えて全居室にレールの設置をしてい
る。 

• 重度利用者に対してリフトを使用したトイレへ
のアプローチを積極的に検討。 

• 重度利用者でも人間らしく生活してもらうため
に、リビングへのリフト設置をリフト業者に提
案。 

• 居室間のリフト入れ替えがメーカー対応になり
費用もかかる。高齢者の状態は日々変化するた
め今後は臨機応変な対応が望まれる。 19 



３.見守りシステム(施設モデル) 
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見守りシステム(施設モデル)導入での効果 

 転倒・転落につながる予兆を検知し、モバイル端 
 末へ通知する。 

 ・誤報のほとんどない精確な画像分析 

 ・リアルタイム映像による入室判断ができる 

 ・昼夜を問わない赤外線検知 

 ・プライバシーを配慮したシルエット画像 

 ・a,b,c,d毎にメロディー設定可能 
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a[起き上がり]､b[端座位/柵越え]､c[離床]､d[ずり落ち] 



見守りシステム(施設モデル)概略図 

【居室】 
ベッドと人の相対
的な位置を正確に
判断し、姿勢を把
握できる。 

【各作業場】 
センサーが検知する
と同時にモバイルに
複数通知。 
様子をシルエット映
像ですぐ確認できる。 

【管理室】 
サーバーPCに
データ蓄積。蓄積
ﾃﾞｰﾀによりADLの
ﾁｪｯｸ、事故原因の
特定ができる。 
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見守り 
システム 



見守りシステム使用の流れ 
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対象者（入眠中） 
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対象者の動作検知（起き上がり） 
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職員所持のモバイルへ通知 → 確認 
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モバイル映像（起き上がり） 
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モバイル映像(ﾘｱﾙﾀｲﾑ映像)を確認しつつ入室 
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対象者への対応 
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 ●事故・ヒヤリハット報告件数比較 

見守りシステム非通知 見守りシステム通知 合計

日数 50日間 46日間 96日間

事故報告 3件 0件 3件

ヒヤリハット件数 3件 0件 3件

           検証期間H28.10/10～H29.1/13 

                         対象利用者 ５名 

※事故（転倒、転落）発生が０件。 
従来のセンサーマットと比較すると通知の速度と精度が高いため
危険な動作を事前に察知することができている。 
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 ●介護職員ヒアリング 

           検証期間H28.10/10～H29.1/13 

○従来のセンサーマットだと通知されると必ず居室に駆けつけなければなら
なかったが、見守りシステム導入後は画像を確認して対応することが可能に
なったので訪室回数が減少した。 
 
○多利用者の対応中に通知された場合も画像を見て容易に優先順位をつける
ことが可能となった。 
 
○定時巡回を１時間に１度から２時間に１度に変更することができた。利用
者の安眠に繋がると期待している。 
 
○センサー通知のタイミングを知り、画像で利用者の動きを観察することで
利用者に合わせた個別ケアができると思う。 

 
 
 



●今後予定しているシステムの変更 

• 現在の見守り可能範囲はベッドだけだが、利用
者はベッドの上だけで生活している訳ではない 

 

• 居室内の床で倒れていても現在の見守り可能範
囲では発見が遅れる。 

 

• 見守りの広角化が必要だと考えている。 
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入室/退室 

転倒 

うずくまり 
横たわり 

トイレ 

境界位 
（端坐位、柵越え
、ずり落ち） 

生体モニタ 
（生体異常） 

立位 

起き上がり 

離床 

…ベッドエリアを検知 
 
…居室エリアを検知 
 
…生体異常を検知 

画像データ 

センサーイメージ 

●多様な行動検知機能を持った広角レンズへの変更 
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●広角IRセンサー搭載  ●AI検知アルゴリズム搭載  ●新生体モニター搭載  



●うずくまり検知 
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• 居室内を歩行中、急変でう
ずくまっている状態を検知 

• 施設の業務だと最低１時間
に１回の巡回訪問であるた
め、発見が遅れる危険性が
高い。 

 



●転倒検知 
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• 利用者の頭部が急激に下
降する動きを転倒として
検知。 

• 転倒後の早期発見につな
がる。 



●生体モニタの搭載 
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５.インカム(ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ) 
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インカム(ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ)導入での効果 

  

 ・コードレスのインカム(マイク付イヤホン)で使 

  いながらでも通常業務可能。会話はモバイルを 

  ワンタッチするだけ。 

 ・装着者に一斉連絡ができる。(職員探し、複数 

  職員への伝言がスムーズ) 

 ・インターネット無線環境で使用可能。 
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     ①情報共有の大幅な効率化 

     ②業務のスピード化と介護負担軽減化  

 導入前は「施設内にいる職員を探したい」「複数職員に 

 一言伝えたい」場合でも、内線電話等で個別連絡･確認 

 が必要であったが、 

 インカムを導入すると、 

 ・全装着者に｢○○さんいますか？」と伝え、連携して 

  探す事ができる。 

 ・｢施設を離れます｣という一言もすぐ共有できる。 



インカム概略図 

【発話者】 
ｱｲﾎﾟｯﾄﾞﾀｯﾁをタッチするだけで 

一斉発話 

【受話者1】 
 

受話者2 
受話者3 

・ 
・ 

※受話者1同様 

インカム 

インカム 

ｱｲﾎﾟｯﾄﾞﾀｯﾁ 
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インカムの課題 

• 利用者の介護をしながら会話することが理想な
のでハンズフリーで操作することが望ましい。 

• 長々と会話できないので、いかに相手に伝わり
やすい言葉を選ぶか。コミュニケーションのト
レーニングにもなる。 

• 複数のシステムを導入すると、それに合わせて
持ち歩く端末も増える。端末を複合させて、1
台持ちにすることを検討している。 
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今後の展望について 

• 2025年問題に向けて今後、特別養護老
人ホームが果たす役割は重要かつ拡大し
ていく事になる。限られた介護人材の定
着化、負担軽減は急務と考えている。介
護ロボットの活用による効果的、効率的
な業務の確立に取り組んでいく。 
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